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来年度入学予定の園児20名が、10月28日

（木）に就学時健診を受けました。元気に入

学してくれるのを待っています。

長年、本校の施設面の課題であった児童用

トイレが、このたび全フロア男女別になりま

した。特に高学年の子どもたちには、これま

でたいへん申し訳なかったのですが、今週か

ら完全にセパレートになり、安心して使用で

きると思います。ご尽力いただきました町に

感謝いたします。

学校長

お米寄贈（4年）

10月27日（水）、4年生の代表2人が、

収穫したお米を特別養護老人ホームときわ

寮様と太陽作業所様へ寄贈してきました。

コロナ感染予防のため玄関先で失礼しま

したが、代表の井本依那さんと前田悠輝君

は、「4年生が

作ったお米で

す。みなさん

で食べてくだ

さい。」と、施

設の方にお米

を渡しました。

今年も喜ん

でいただけま

した。４年生

にも良い経験

となったと思

います。

後期児童会役員選挙

10月29日（金）、後期児童会役員選挙が行われ、新しい和田小
のリーダーが選ばれました。
今回は会長に2名、副会長男女にそれぞれ2名、4名、書記に2名

と、計10名の立候補がありました。５・6年生全員で43名ですの
で、23パーセントの人が立候補してくれたことになります。まず、
これだけ多くの人が学校をより良くするという志をもって立ち上が
ってくれたことを、校長としてたいへんうれしく思います。なんと
も頼もしい子どもたちです。これは、本校の誇りであると言えます。
しかし、残念ながら定数はそれぞれ1名です。当然、残念な思い

をする人がいます。でも、当選できなかったことは恥ずかしいこと
ではありません。それよりも、学校のためにと熱い思いをもって立
候補したという経験は、これからの学校生活のバックボーンとなる
でしょう。恥じることなく自信を持って、何事にも意欲的に取り組
んでくれることを願っています。当選した人は、当選できなかった
人たちの熱い思いも背負って、一生懸命がんばってほしいと思いま
す。みんなが力を合わせてこの和田小学校をより良い学校にしてい
ってくれると、私は信じています。
投票の結果、次の4名が後期の児童会役員となりました。おめで

とう。しっかりがんばってください。期待しています。

会 長…西 華那（6年）
副会長男子…堀 貴博（6年）
副会長女子…森 祐月（6年）
書 記…岡本 悠希（6年）

研究授業（1年）

2日（火）2時間目、1年担任中松が算数の研究授業を行いました。

13－9の計算で、13を10と３

に分けて、10から９を引いて１。

１と３で４というように、分けて

考えました。

授業の前半は考え方を一人で言

える子どもがいませんでしたが、

後半は言おうとする子どもが増え

たことを、たいへんうれしく思い

ます。よくがんばったね、1年生。

松洋中学校体験入学（6年）

4日（木）午後、6年生が松洋中学校の体験入学に行ってきました。

初めに宮所校長先生のあいさつを真剣な面持ちで聞きました。

その後は３グループ（松原小を含めると５グループ）に別れ、教

員の方々に引率されて５時間目

と６時間目の授業を見学しまし

た。小学校とはちがう授業のペ

ースは、子どもたちにとって新

鮮であったでしょう。

最後に生徒会役員さんから学

校の先生方と部活の紹介をして

もらいました。一足早く中学生

気分になり、入学への期待感が

高まりました。

購入させていただきました

10月に音楽グループRISKY様からいた

だきました寄付金で、一輪車2台、竹馬1組、

大縄とび1本を

購入させていた

だきました。子

どもたちは、早

速喜んで使って

います。

RISKY様、本

当にありがとう

ございました。


